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家族で守ろう
“
交通弱者

"

春の全国交通安全運動 4月 6日 ～45日
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コ春
の
全
国
交
通
安
全
こ
動
「
嗜

歩

１
日
！
【
体
予
工
合
　
剣
道
（諸
壊
）

県
体
予
居
　
野
球

（西
邦
）

‐２
８
　
木
材
加
工
場
張
成
式

〈北
岬
）

班
）
　

本
レ
ー
壮
年
女
子
（
西

（中
公
〉

伊

秀リ
ッ
鮒
雛
テ
“

拙 台
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合
一艶

報
告
申
し
上
げ
　
仰
協
力
を
お
願

い

九
〇
〇
尾
　
ま
す
八
〇
〇
〇
尾
で
す

が
い
こ
の
内
容
は
　
い
Ａ
価
格
の
相

（川
の
日
）

真
弓
ｉ
木
路
取
人
口

よ
り
上
流
全
批

（
立
岩
）
　

西
川
厳
宅
下
よ
り
上
抗

柱
川
　
砂
防
タ
ム
ま
で

（川
内
）
　

ゴ
，
１
ツ
ー
橋
よ
り
上

（飯
干
）
　

中
村
橋
よ
り
上
流
　
砂

（小
原
井
）

小
原
井
川
の
雄
滝
か

（入
重
の
平
）

大
椎
谷
全
域

（市
川
）

内
の
日
含

そ
の
他
協
設
さ
れ
た
こ
と
も

（
こ
の
よ

つ
を
述
法
行
わ
は
、
県

組
合
の
総
会
じ

所
■
し
な
け
れ
ば

上

程

〓

れ

た

議

案

は

　

次

の

通

り

度
事
業
報
告
　
財

誉
　
剰
奈
登
処
分

高
限
度
及
び
利
率

的

一
紙
合
員
に
対

料
率
決
定
。

い
森
小
結
合
整
備
事
業

門
代
化
進
総
合
対
策
事
業
資
は

０
道
林
補
助
金
事
務
取
扱
手
数
料
そ

０
農
ホ
漁
業
登
融
公
庫
並
び
に
炭
林

一
子
万
円
以
上
＝
Ｏ

〓
一％
以
内

０
購
売
品
　

一
般
取
披
品

０
立
木
説
埜
　
　
　
立
木

一
げ
当
り

０
林
地
周
岡
測
量
　
　
一
温
ま
で

０
代
採
届
手
数
社

い
昭
和
五
九
年
度
手
数
料
及
び
利
用

０
そ
の
他
規
楚
に
よ
る
も

の
の
外
必

要
と
秘
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
型
事

六
　
木
材
加
工
場
空
設
計
画
及
び
昭

和
二
九
年
度
事
業
計
画
承
選

い
て
は
　
社
員
報
酬
は
年
五
五
〇
万

八
、
昭
和
二
九
年
度
増
資
計
画

〈
理
事
）
田
占

一
志
　
松
村
勇
　
若

（監
車
〉
堀
三
義
　
甲
安
暮
雄
　
黒

入
先
決
定

農
ホ
中
央
金
席
宮
崎
支
店
　
官
町

あ
い
さ

つ
‐――――
‐――――
‐――――
―――――
―――――

――‐‐‐
―――‐‐

饗
，長

中

本

英

雄

ろ
　
組
合
貝
の
皆
様
に
は
　
御
多
忙

椰

第
二
十
二
回
通
常
総
会
は
　
二
月

　

ω
捜
林
中
央
金
厚
か
ら
の
惜
入
金

性
さ
れ
組
合
員
四
二
〇
名
　
奏
任
山

　

０
燿
林
漁
業
金
融
公
庄
か
ら
の
借
入

府

一
〇
二
わ
　
総
数
五
二
二
名
の
御

　

金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
億
円

出
席
を

い
た
だ
き
　
近
年
に
な
い
姓

　

０
そ
の
他
か
ら
の
借
入
金

０
山
ホ
征
明
料

０
そ
の
他
証
明

側
委
託
林
産
手
数

が
指
定
す
る
貸
付
金
は
除
く
。

０
農
ホ
漁
業
資
金
　
農
林
中
金
資
金

０
前
渡
企
、
仮
渡
金
　
及
び
貨
■
企

の
利
率
は
　
年
十

一
％
以
内
と
す
る
。

四
　
昭
和
五
九
年
度
せ
入
金
の
最
高

〓
託
辻
ホ
手
数
村
　
　
事
業
費
の

木

材

価

格

の
低

と

と

云

つ
よ

り

し

て
歩

り

ま

し

た

が
　

紅

合

員

の
絶

の
改
に
あ
り
ま
す
（矩
ポ
和
取
抄
）。

佐
保
妊
と
は
　
春
ぁ
試
夢
女
神
。

際呼サ脚剃好碇
打巧　　一一

暉
ウ
ｒ

ｒ

そ
花

　

記

ツ
ク

フ
は
ス
ィ
ナ

の
地
　
　

時

中学中中帥中帥申津　　一帥

庄
内
地
方
な
ど
で
机
の
こ
と
を
ツ

ツクシ
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騨

テ

鱗

騨

地

域

の

芸

術

文

化

活

動

の
向

上

を

図

り

　

情

携

豊

か

な

人

づ

く

り

に

寄

文

化

協

会

が

精

成

さ

れ

て

い
ま

す

。

ま

す

。

ご

市

望

の
方

は

　

ど

な

た

で

す

加

入

で

き

ま

す

　

窓

日

の
教

育

委

民

話

　

尾

形

森

侑

エ

ー

一

一
工

三

絵

画

　

若

本

床

弘

エ

ー

〇

人

九

〇

開
発
造
上
国
の
国
づ
く
り
に
積
極

穐

ピ

ｂ
身
の
鍛
練
は

剣
道
で
〃

諸
塚
村
剣
友
会

子
供
さ
ん
に
　
剣
道
を
さ
せ
て
み
ま

週
二
～
三
回
の
激
し
い
練
習
が
行
な

事
に
な
り
　
中
に
は
志
な
か
ば
で
に

り
　
根
性
が
備
わ

っ
て
来
る
事
に
な

十
代
の
剣
と
が
　
五
格
に
域

え
る
車

車
も
　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
利
点
の

Ｏ
名

　

一
投
全
員
二
十
六
を
と
部
内

現
在
　
諸
塚
村
剣
友
会
で
は
　
四

ア
の
中
か
ら
　
最
軍
，
の
ク
ラ
ブ
を

本寸

〕貝△蚕談
会

事

務

局

（
電

話

エ

ー

〇

〇

七

二

）

必
期
勧
秒
雑
汗
を
な
が
そ
う
／

（
野

球

〕

各

地

区

　

職

場

に

チ

ー

ム

〈
ツ

フ
ト

）

各

地

区

　

職

場

に

チ

ー

ム

が

あ

り

ま

す

。

新

規

登

録

　

間

〈
六

レ

ー

ボ

ー

ル
〕

男

子

ク

ア
ア

は

す
。
新
規
登
録
　
問
い
合
せ
は

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
有
沢
荷
司

ノ
」罫
摯
控
歌
翻
肉

私

た

ち

は

　

明

日

の

話

塚

を

背

負

仕
事
は
　
汗
を
流
し

一
生
懸
命
や

を
知

っ
て
ま
す
方
　
ぜ
ひ
御
避
結
く
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4`0オになつたらタ
バ
コ
と
健
康
シ
リ
ー
ズ

⑤

申讐
施組市は対弊
斑

「
夕

本

■

が

本

当

に
健

康

に

悪

い

の

〇

四

年

（
明

治

二

十

七

年

し

に

日

露

日

本

で

は

夕

本

ヨ

の

ほ

か

に
塩

い
ま

す

。

塩

　

ア

ル

ヨ
ー

ル
　

タ

本

な

い
も

の

で

す

が

　

（
も

ち

ろ

ん

る

と

性

床

を

を

す

る

恐

れ

の

あ

る

も

タ
パ
ヨ
は
町
店
や
そ
の
他
い
ろ
い

す
。

（外
国
で
は
こ
の
注
意
書
き
は

リ
カ
合
衆
国
で
は

「警
告
、
公
共
有

生
総
監
は
夕
本
ヨ
は
健
康
に
書
が
あ

て
い
る
日
も
あ
り
ま
す
せ

ら
　
値
凍

へ
の
悪
影
響
も
考
慮
し
て

を
決
め
れ
ば
よ

い
の
で
す
。
世
界
保

把
機
構
も

一
九
八
０
年
に
夕
本
ヨ
の

言
を
少
な
く
す
る
こ
と
を
そ
の
年
の

主
要
目
標
と
し

　

「喫
煙
か
健
康
か

選
よ
ガ
は
あ
な
た
」
と
い
う
標
語
を

か
か
げ
て
世
界
各
国
に
喫
旺
対
策
を

警
察
に
対
す
る
要
望
や

軸剥聴性力御伸贈一マ

の
は
み
ご
と
　
交
通
安
全
や
取
締
９

に
つ
い
て
の
意
兄
　
子
快
さ
ん
や
家

春

風

に

家

代

憶

伝

ひ

て

昇

り

ゆ

く

雨

霧

白

し

晴

る

る

兆

か

わ

が

歌

の
心

を

よ

ん

て

活

け

ら

れ

し

花

に

揖

し

て

た

だ

行

ら

つ

く

す

自

在

鉤

の
向

う

珠

璃

戸

を

明

る

ま

せ

雪

降

れ

る

ら

し

な

お

の
時

く

成

人

の
晴

着

装

ふ

娘

の
委

見

上

ぐ

る

，

の

眼

の

し

わ

増

し

ぬ

し

　

二

九

　

一二
％

の
率

で
す

。

健

康

施

す

る
各

種

の
検

診

を

受

け

て
　

健

康
管
型
に
努
め
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ

金
具
の
な
い
も
の
を
着
て
さ
て
く
だ

日
程

笠
は
六
〇
〇
円

（四
〇
才
以
上
）

す
が
　
直
接
役
場
住
民
謀
衛
生
係
に

二
月

詠

幕

（兼
題
・
口

諸
塚
短
歌
会

新
任
の
ご

あ

い
さ

つ

生
児
通
奏
貝
に
任
せ
ら
れ
民
生
事
業

ご
ざ
い
ま
す
が
　
本
村
の
民
生
事
業

と
保
設
行
政
に
つ
く
す
所
〓
で
あ
り

上
保
護
草
栄
は
　
歴
史
的
に
見
て
も

の
民
生
　
福
祉
　
更
生
保
護
事
業
の

功
労
者
と
し
て
　
晴
の
栄
典
を
受
け

て
　
村
民
の

一
人
を
し
て
お
机

い
の

言
葉
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
　
先

生
の
今
後
の
御
健
康
と
お
祈
り
中
し

中
し
上
げ
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

安
定
と
福
祉
の
向
上
増
進
に
大
き
く

の
民
生
　
福
祉
事
業
を
取
り
巻
く
弾

境
は

一
段
と
厳
し
≡
が
加
え
ら
れ

事
業
が
時
代
の
変
化
に
的
雄
に
対
応

じ
　
詰
塚
村
民
の
皆
様
方
の
信
頼
と

期
命
に
こ
た
た
得
る
た
め
の
民
生
事

よ
う
村
民
の
皆
様
の
幅
広
い
御
理
解

と
　
村
当
月
　
村
話
会
の
方
々
の
御

協
力
を
お
願
い

す
る
所
で

一Ｃざ
い

願

い
申

し

上

げ

ま

し

て

私

の
新

を

の

邪
政
省
で
は
　
新
式
郭
使
制
度
が
実

（
旧
歴
二
月

一
日
）
を
記
念
し
て

信
記
念
日
」
と
定
め
　
記
念
式
典
の

種
行
〓
を
行

っ
て
い
ま
す
。

と
し
て
珊
便
局
に
認
行
し
た
り
　
切

鰺

≪喫煙か健康か選,Sのヽは

The choice
ls yOurs:
S m o k i n g

o r  H e a l t h
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主

義

へ
の
ほ

向

が

益

々
と

ま

り

つ

も

，
こ

の
よ

う

な

行

手

は

　

私

の

里

（
市

川

）

で

は

　

み

ら

れ

な

く

な 黒
樽

尾

形

森

衛

″

ｒ
か
け
た
吊
な
ど
、
最
初

は
心
地

全

に
客
対

て
夜

の
家

に
沖

り
込
ん

で

唄

苗

木

を

背

お

い
登

っ

て

植

そ

つ
け

輔

千
葉
市
在
住

（南
川
出
身
）

主
婦

結
　
城
　
工
美

子

あ

か

り

の

下

で
進

ん

だ

彰

ふ

み

オ

ニ
。

に

言

っ
て

聞

か

せ

る

こ

と

は

　

話

塚

今
月

の
書

書
道
ク
ラ
ブ

（富
荷
市
在
ｉ
）
確

本

喜

平
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母
州
酬
て

こ
ろ

は

　

俗

に

入

晰

と

言

っ

て

家

代

こ

と

で
あ

っ
た

。

そ

の

こ

ろ

は

上

方

っ
た

組

で

は

一
年

に

な

っ
た

。

決

勝

点

に

は

塚

原

の

甲

斐

者

三

郎

さ

ん

が

居

て
　

供

の
航

を

握

り

　

引

き

よ

せ

と

高

く

抱

き

上

げ

て

く

れ

た

。

そ

の

時

の
時

し

か

っ
た

こ

と

と
　

地

さ

上

火
　
宮
　
一言
久
夫

に
出
場
し
　
測
上
が

一
位
　
供
が
二

位
　
谷
岩
が
三
位
で
あ
っ
た
　
と
記

吉
玉
ナ
オ
先
生

（小
学

一
年
）

日
に
母
が
行

っ
た
と
こ
ろ
　
第

一
行

状
受
領
は
家
代
の
鳥
木
情
オ
　
代
表

０
家
代
部
君

（二
三
名
）

永

エ
ン
子
　
一二
林
か
づ
子
　
捌
ミ

坂
本
寿
　
甲
斐

一
美
　
米
田
世

邸

日

■

■

（
ケ
ー
ス
ー
〕
高
校
生
の
息
子
が

受

け

取

っ
て

い

る

場

合

は

返

品

し

る
場
合

（
個
人

る
）

に

相
手
に
″
成

▼
法
定
代
型
人
が

目
■
■

来
成
年
者

（阻

埼
者
を
除
く
）
が

す
る
場
今
は
　
浜

〕

■未成年者の契約■

側篭畢え

吉野宮神社 座 頭 さ ん  500年 禁誕
　
生

お
め
で
と
う

（層
出
５

榊
一生吻
一甲品空出比八徳
一輸珈
一一却月出八脚　
一難　廟

体の
′ヽ

Ａや

・み
　
（神
采
相
を
折
３
）

中亡寺一中一二今一岬肩勲出義人井一輛『一　争開い加的　一的の巾


